
日本道路、全国の建設現場で稼働する2,500台のPCの業務データ保護
をDell EMC AvamarとData Domainで実現

バックアップ運用を自動化し、PC障害やウイルス感染による業務への影響を最小限に。重複排除機能で
最大99％以上のデータ容量削減に成功
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ITインフラのソリューション・ディストリビューターである株式会社ネットワールド（本社：東京都千
代田区、代表取締役社長 森田 晶一）は、日本道路株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 
久松博三）が、全国の拠点や建設現場で稼働する約2,500台のPCの業務データ保護に、ネットワールド
が提供するDell EMC社製データ保護ソリューション「Dell EMC Avamar（以下Avamar）」と「Dell 
EMC Data Domain（以下 Data Domain）」が採用され、本格稼働開始したことを発表します。

埃や塵も多い過酷な環境の現場では内蔵HDD 
をはじめとするPC障害も少なからず発生し、深刻化するサイバー攻撃への対策が急務となる中、日本道
路では、IT要員が不在の拠点や現場でも社員に負荷をかけず、本社側で自動的に業務データをバックア
ップして一元管理可能な体制を確保する必要がありました。
システムの導入・構築は、同社のグループ企業でIT担当のエヌディーリース・システム株式会社（本社
：東京都文京区、代表取締役社長　兼子 
知之）と、ITパートナーのリコージャパン株式会社（本社：東京都港区、代表取締役　
社長執行役員 CEO　坂主 
智弘）が担当しました。システムの提案・構築にあたっては、ネットワールドの情報提供や技術支援が


